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発 行 桔梗が丘自治連合協議会
〒5130626名 張市桔梗が丘6‐ l‐ 131‐4

桔梗が丘市民センター内
丁EL/FAX 65-1206
kOhO@klkyOgaoka.ip
5,923世帯・13,955人
(2020年 2月 1日 現在)

2020年3月 5日発行
瑕

実践交流会は、市内15地域の地域づくり組織が地域ビジヨンに

基づく基本的な事業を展開しており、その事業内容を発表し、各

地域が抱えている課題等を話し合い、更なる推進を図ることを目

的にしています。

今回は、桔梗が丘自治連合協議会、赤目まちづくり委員会、中央

ゆめづくり協議会の3地域が発表しました。

桔梗が丘自治連合協議会の発表は、“ほつとまち"構想に基づき

活動を展開しているプロジェクト事業を紹介しました。

①ほつとまち茶房ききよう

②子どもたちと地域の絆づくり事業

③ききよう農楽園

④地域環境ネット(桔梗が丘みどりの会、住居表示設置事業)

⑤桔梗が丘お助けセンター
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子どもたちと地域の絆づくり事業
花いつはい運動
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見守り兼ねて手渡し配達

・食中毒防止を意識し

徹底した衛生管理

・毎週月、水、金、

1日 50～ 60食調理

・調理メンバー 36名 、

配達メンバー 30名

住居表示設置事業

街区表示板の設置
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第 100号 (2)

“ほっとまち"構想のさらなる実現に向けて 講演会開催

～災害時にも
‐‐‐‐ 防災 ‐‐‐‐
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」

,
２
月
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Ｈ
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ン
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大
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議
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で
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Ｏ
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事
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先
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２
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あ
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一般の人の 「防災」のイメージって
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なんだか、
難しそう

私が生きてい

る間は大丈夫
なんじやない

かな

怖いか ら、あま り

考えた くないな。

｀ _ン /

｀/~ン~ヽ

)/高額な耐震化工
ν
パ 事をする蓄えも
_ヽ気力も無いから、′( 言帝めているの。

災害が起きても、行
政や地域の役員が、
何とかしてくれるん 、

じやないの図
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いま、考えても

仕方ない。いざ

という時 に考え

れ ばいいや。

とりあえず避難所
にいけは大丈夫。
必要なものは揃つ
ているわよね。

このあた りは

昔か ら災害な

んて無縁の安

全な地 15支だよ
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災害時の対応を考えることで、

ふだんの暮らしぶ り や、

桔梗が丘の地域コミュニテイ活動
・・・を点検 してみましょう

]災害時はふだん、や り1贋れていることしかできません

⇒ふだんの暮らしぶ りが、いざという時の安全・安心につなが ります

[災害対応は、当日だけではありません

⇒取 り残される人を出さないためには、発災前の取組が 不可欠です

⇒関連死な ど二次被害を出さないためには、発災後の取組が重要です

今 日の狙い
「じ―― 鈴

互助を考える
コミュニティワーク担い手の変遷

O区長・自治会長や民生 児童委員さらに保護司や調停委員、P秘会長ら、住民
の東ね役 お世話役は、かつては地元の名望家2査力童が務めることが多かつた。

=無償で撻うことができた (ッ プレス・オプリージュ的な醸彙)

0産業構造の変化や人口移動に伴い、:22ユニマン出螢:が増加

=r世話役」が彙担になってきた

0少子化・高齢化や世帯の変化に伴い、従来の人材輩出ルート (青年団 消防団
‐PTA→ 自治会―民生児童委員や地区社協の役員)が機能しなくなつてきた

※拮梗が丘のようなニュータウンでは、地較的早い時期に入居した人や、退職者、
PTA経験者らをコアメンバーとして、一般的な役職は当番制で回すケースが多
いが… ・この方式も、さらに高齢化が進むと先細りになりがち

とくに地域防災では連続性が重要

面議社会をつ くる

O取 り残されそうな人

価弱性の高い人)の把握

〇日常的なケア  (声

掛け、交流行事など)

●回製

発災前
発災
当日

安全な場所へ逃げる

O自分 (+家族)の身

の安全を確保

〇避難行動要支援者ヘ

の対応、安否確認

災書関連死を出きない

〇地域の□―ラー点検

〇避難先での要援護者

(要配慮者)のケア

〇復旧に向けた取静、

講 師 プロフィー ル

神戸新聞社で約20年間、記者

や解説委員・論説委員を務める。

現在、消防庁「防災まちづくり

大賞」選定委員、兵庫県まちづく

り審議会、神戸市地域活動推進委

員会、滋賀県女性参画による防災

力向上検討懇話会、大阪市や宝

塚市の防災会議委員を務める。
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女性と地域の防災活動

<現状 は >

O「防災 =男性の仕事」という旧来の性別役割分担意識が強い
(女性の中にも「防災なんて無理」という意識がある)

○自主防災組織 (行政の防災部門や消防でも)の担い手は健常者
の男性が多く (とても熱心で頭が下がるが)、 女性を含む多様な
人たちの二―ズは見落とされがち

O訓練などでも女性は「炊き出し班」や「救護班」に回され、防
災のスキルやリーダーシップを習得する機会が少ない

★多くの地域で「災害対応」が、発災当日の避難訓練だけになつ

いざという時に、

これで大文夫図
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ていることも問題 土日か休日に実施

地域役員が勢ぞろい

その指示に従う
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第 100号 (3)
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2019年度 桔梗が丘市民センター主催 連続公開講座 。講演会

『学ぼう 薬草と漢方について』■■■■

2月 2日 (日 )、 伊賀薬剤師会の中山英起先生による講演会が

行われ、参加者は興味深く聞き入つていました。
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ウなじの栞草の名前しそ

の和l用
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大好評 !よくバリ青春体操
《令和 2年度》

◎ 4月  9日 (本)/2
◎ 5月 14日 (本)/2
◎ 6月 11日 (本)/2
◎ 7月  9日 (本)/1
◎ 8月 13日 (本)/2
◎ 9月 10日 (本)/2
◎10月 8日 (木)/2
◎11月 12日 (木)/2
◎12月 10日 (本)/2
◎ 1月 14日 (本)/2
◎ 2月 11日 (本)/2
◎ 3月 11日 (本)/2

3日 (木)

8日 (木)

5日 (木)

6日 (木)

7日 (木)

4日 (木)

2日 (木)

6日 (木)

4日 (木)

8日 (木)

5日 (木)

5日 (木)

「よくバリ青春体操」は、好評につき4月 より継続することにします。
どなたでも申込不要で自由に参加できる筋肉の強化運動です。
実施日は、毎月第2・第4木曜日 (7月 のみ第2・第3木曜日)を予定し
ています。

|

1回でも 2回でも構いませんので、お気軽にこ参カロください。

■ロ ■■■

〓
■

サークル代表者会議
開催のお知らせ
代表者の出席をお願いします

★ 4月24日 (金 )

午前の部 10時
午後の部 13時30分

★市民センター講堂

部屋の利用と予約についてのお願い

1.令和2年4月 から「電話による利用申し込み (仮予約)の受
付」はできませんのでこ了承ください。部屋の空き状況を確
認していただき、「市民センター利用許可申請書」を提出し
て下さい。

2.部屋の利用申し込みには、「市民センター利用許可申請書」
が必要です。申し込み受付は、「利用予定日の2ヶ月前の月
初日」の9時以降からです。

3.年間事業計画(サークル等が利用申請した4月 ～3月 )利用
日の変更は「使用変更届出書」を提出して下さい。変更受付
は「利用予定日の2ヶ月前の月初日」の9時以降からです。
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第100号
記念特集
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枯梗が丘自 議会発足
長委嘱制度が廃止され、これまでの枯梗が丘

まちづくり委員会を発展的解消し、名張市地域
づくり組織条例に基づく地域づくり組織、桔梗が
丘自治連合協議会に改編する。

平成15年 10月に創刊号を発行し、当時の桔梗が丘まちづくり委員
会の情報機関紙として地域住民に情報を発信してきました。平成21

年に枯梗が丘自治連合協議会に組織改編後もききょう通信を継承
し、今回100号の節目を迎えました。ききよう通信はこれからも地域
の情報機関紙として、次代に繋げていきます。

号
平成 15年9月

桔梗が丘まちづくり委員会発足

平成21年4月
づくり協働事業交付金の受け皿となる組織を

立ち上げる。区長会により組織化されていた、青少

年育成協議会、地区社会福祉協議会、環境美化推

進協議会、まちづくり協議会、夏祭り実行委員会の

組織を統合する。
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7部会、代議員制で
事業計画、マスターフランなど審議
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平成218年 01月

外 出
‐ ‐

又 援サービス 開始

助けセンターで「外出支援サービス」の新規事

業。ドアツードア方式採用。

お助けセンターとして家事支援サービスに次い

で外出支援サービスをスタートする。
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とまち茶房ききようオープン
つとまち"構想プロジエクト事業第1号「コミュ
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～ききよう通信が第100号となりました～
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「きき

一き
き
ょ
う
通
信
」
１
０
０
号

発
円
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
円
号
の
発
行
か
ら
時
を
経
て

卜
Ｌ
年
、
こ
の
間
大
き
な
役
割
を

果
た
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
Ｈ
の

「き
き
ょ
う
通
信
」
は

写
真
が
豊
富
な
新
し
い
編
集
で
の

豪
華
ペ
ー
ジ
版
に
様
変
わ
り
し
、

＾
層
身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
ｃ

今
後
も
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご

活
躍
を
願
い
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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機鮨ぉ,醸 、.

ボルトボルズのサイエンスショー
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あそびつくすのスタッフ

饉麟竃の霧蓼a難し酵畿

1月 31日 (金 )桔梗が丘東小学校で創立40周年記念式典が

開催されました。この記念事業の一環として「あそびつくす

in東小2019」 が開催されました。各学年に専門の技術を持
つ地域の方々が講師として体験講座を行いました。

ほつとまち茶房ききよう騒箋ヲ懸斃颯饉

び

茶房オープン7周 年を迎え日頃の

利用者への感謝として、1月 25日 に
「新春お楽しみ会」を開催しました。

約100名の来場者に歌謡シヨー、フラ

メンコ、マジックを楽しんで頂きまし

た。今後も地域の皆様に楽しく笑顔

を届ける取り組みを行つていきます。
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第2回写真展の開催 快適環境部会鶴

両市民センターに

配備

1申

.ま‐訴目

自
主
防
災
訓
練

「応
急
手
当
」
を
学
ぶ

生
活
安
全
部
会

欧 p

人
が
突
然
倒
れ
た
り
負
傷
し
た

場
合
、
回
復
さ
せ
る
た
め
の
応
急

処
置
訓
練
を
２
月
３
Ｈ
枯
梗
が

丘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

自
ｌｉ
防
災
推
進
グ
ル
ー
プ
竹
森

会
長
の
指
導
で
、
「心
肺
蘇
生
法
」

「喉
に
も
の
を
詰
ま
ら
せ
た
場
合

の
処
置
法
」
「大
出
血
に
対
す
る

１１１
血
法
」
「負
傷
者
の
搬
送
法
」

等
を
学
び
ま
し
た
。

４
月
か
ら
、
過
去
３
回
の
研
修

会
で
習
得
し
た
知
識
を
活
か
し

て
、
自
治
会

（区
）
の
防
災
研
修
、

訓
練
実
施
時
に
協
力
支
援
を
行
い

ま
す
。

`

「桔梗が丘の思い出を写真に残そう」
をテーマに募集した第2回写真展は、15

名21作品の大作が集まり、桔梗が丘市

民センターギヤラリーでの展示 (2/8～
2/12)となりました。写真展では東山ふ

れあいの森での里山自然体験学習 (東

小学校)の写真も展示しました。

AED
υ

桔梗が丘

桔梗が丘南

０
員

く

こ

Eコ
■口

=

1  ●

r ll

\
″
ヽ

..ヽ構・・
‐

卿
]



第 100号 (6)

「歌声喫茶」開催のお知らせ

3月
午後1時～2時
棺梗が丘市民センター 1階ロビー25日

演奏
「二胡つばめクラ

ほつとまち茶房ききょう主

会 費 :1000円 /年

活動日 :毎週土曜日9:00～11:00
場 所 桔梗が丘西・桔中第 2グラウンド横

●きょぅ農,0ら ,わモ文

＼野氣公働
□■`

き 0ょ う農 警 (コ 令和 2年度新規会員募集 ! 格梗の森公園

クリーン活動′∴̀
4月 6日 (月)(昌口堅

9時～10時 J
終了イ癸{=

コーヒータイムカヾ
こありますヽ~16,

ハ_メ、′
V

桔梗が丘市民センター
9時集合

快適環境部会

桔梗が丘みどりの会●●●●
^,■

0

MENU
コーヒー

紅茶
カルピス

,lゆず茶

〔つ 100円

野菜づ'く こ1未経験の方
大歓迎

説明会
実施します

こ興味のある方、ぜひこ参加ください !

4月 18日 (」二)13:30～ 14:30
桔梗が丘市民センター 101会議室

開催日時 行 事 備 考 主 催

4月 7日 (火)13:30～ 16:30 スクエアステップ (南)初級。中級
南市民センター大会議室
参加費100円 健康推進部会

4月 16日 (木)10:00～ 11:00 らく楽体操教室 (南 ) 南市民センター 健康推進部会
まちの保健室

4月 21日 (火)10:00～ 11:30 ききようなかよし広場 市民センター講堂
地域福祉部会
(民児協)

4月 21日 (火)13:30～ 16:30 スクエアステップ 初級。中級 健康推進部会

２
月
１５
日

（土
）
市
民
セ
ン
タ
ー

で
白
治
会
長

（区
長
）
等
が
出
席

し
、
名
張
市

。
伊
賀
南
部
環
境
衛

生
組
合
か
ら
資
源
ご
み
分
別
方
式

の
見
直
し
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

拙

速

す

ぎ

る
と
い
う
意
見

が

多

く

出

さ

れ
、
財

政

面
、

環
境
保
全
、
環

卜
，

境
教
育
面
、
住

民
負
担
、
住
民

合
意
等
に
つ
い

て
質

疑

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

４

月

か

ら

実
施
に
つ
い
て

一得
の
い
く
回

一
・
説

明

が

く
、
疑
間
の

い
説
明
会
に
終
始
し
、
協
議
会
と

し
て
は
意
見
書
を
提
出
し
て
誠
意

あ
る
回
答
を
求
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

（広
報
ス
タ
ッ
フ
取
材
）

多 な 答 納
「き
き
ょ
う
通
信
」
が
１
０
０
号

を
迎
え
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
通
信
に
関
わ

っ
て
き

た
先
輩
諸
氏
の
精
神
を
引
き
継
い

で
地
域
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

（編
集
ス
タ
ッ
フ

一
同
）

鰺
骰
鶯
幽

お知らせコーサ…
0● oつ 0● ● ● ● ● 修

(令和2年 3月25日～4月25日 )

_― ______.__._■ ■■■‐■・_― _.■口●●●
―

格梗が丘自治連合協議会 な65輸1206まで
鷲鰺「書..

お知らせに関する問合せ、申込先は、
格梗が丘市民センター内

●
・
●
●
▲
σ
●

●

ヽ

ゝ冥もベン又ズしベジ■蓉ノ

第10305木曜日

10時～14時
桔梗が丘南市民センター

(lF和室)

教育文化部会主催

「私の一冊文庫」は
4月から南市民センターヘ

移転します
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市民センター講堂
参加費100円
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